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株式会社サンケイビル

シリーズ６棟目で東北へ初進出

設計コンセプト

東西エリアに区画可能な施設
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走行路 トラックバース 倉庫

　サンケイビルが宮城県富谷市に開発したマルチテナント型物流倉庫「ＳＡＮ
ＫＥＩＬＯＧＩ仙台泉」が完成した。東北自動車道や国道４号線にアクセスし
やすい立地で、東北エリアと仙台市内への両方の配送需要に応えることができ
る。東北初進出の施設はハザードマップの対象区域外で災害リスクが少なく、
高品質で環境性能にも優れている。建物の設計と施工は鉄建建設が担当した。

エントランス

事務所
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■工事件名：（仮称）仙台泉物流施設建設
工事

■工事場所：宮城県富谷市上桜木２－５－
３、

■発　注　者：株式会社サンケイビル
■設計監理：鉄建建設株式会社
■施　　工：鉄建建設株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：４階
■用　　途：倉庫業を含む倉庫
■工　　期：年９月２日～年月

日
　写真撮影：アカマフォトスタジオ

　当社が宮城県富谷市で開発を進めて
きた物流施設「SANKEILOGI仙台泉」
がこのたび完成いたしました。SANK
EILOGIシリーズの第６弾であり、当
社として初の東北進出となるマルチテ
ナント型の物流倉庫です。
　仙台市の北側に位置する富谷市は、
全体が丘陵の地形で高台に位置してい
ます。ハザードマップで浸水・土砂災害
区域に該当する区域もないことから、
本物件も災害リスクを抑えた物流拠点
としてご利用いただくことができま
す。また、東北自動車道の泉ＩＣから
約．㎞、国道４号線が交わる好立地
に位置しており、東北エリアと仙台市
内への配送の両方にたけた物流施設で
す。周辺には泉パークタウンがあるな
ど、従業員の確保がしやすい場所でも
あります。
　今回完成した施設は、地上４階建て

ですが、倉庫床は３階分となります。
床荷重．ｔ／㎡、天井高．ｍ、柱ス
パンｍ以上、荷物用エレベーターと
垂直搬送機を各２基設置という標準仕
様に加え、事務所を２カ所配置してお
り、分割対応も可能。小売りや食品メー
カーの物流需要、周辺に集積する半導
体関連企業のストックヤードとしての
需要にもお応えすることができると考
えております。
　環境面でも自家消費型太陽光発電シ
ステムを備えた再生可能エネルギーの
活用と高効率な設備を設置していま
す。建築物省エネルギー性能表示制度
「BELS」で最高ランクの六つ星と
「ZEB」認証を取得しています。
　当社では、高品質かつ環境にも配慮
した物流施設の供給を通じて、東北地
域の旺盛な物流ニーズにお応えしま
す。

　建設地は、富谷市内の商業施設が多
く立ち並ぶエリアであり、地区計画で
保全緑地が指定されており、本建物も
前面道路に沿って保存緑地が残された
緑豊かな街並みの景観に配慮する計画
となっています。物流施設としての基
本仕様の他、倉庫部分の排煙設備につ
いては、避難安全検証法を採用して緩
和を受けるなど、さまざまな物流ニー
ズに対応しうる汎用性を持たせた計画
としています。
　施設は東西に対称な二つのエリアに
区画が可能であり、それぞれのエリア
にトラックバース、荷物用エレベー

ターと垂直搬送機、将来増設対応用の
荷物用エレベーターピットを設置済で
す。東西のエントランスは、周辺の環
境を内部にも取り入れ、木の温もりを
天然木のデザインボードとグリーンの
アクセントウォールで表現しました。
事務所、休憩室、便所他の機能もそれ
ぞれ設置されている計画となっていま
す。構造計画的には耐震ブレースを採
用し耐震性能を高めています。
　鉄建建設株式会社
　建築本部設計統括室建築設計部

　杉山高成


